
＜　消 化 の し く み（食物の動き） ＞
… 食べ物は長さおよそ１０ｍの道のりを口から肛門へ２４時間かけて旅をする

食物

(時間の経過) （サイズ） （働　き）

0:00 口 かみ砕く、飲み込む、唾液と混ぜ合わせる。

0:30 食道 長さ25cm  口と胃を結ぶトンネル、食物を胃に送る。
平たく径２cm （液体0.5～1.5秒、固形物6～7秒）

0:36

2:00 胃 容量1,400CC 消化の下準備をする。
食物を胃液と混ぜ粥状にして十二指腸へ送る。

2:30 小腸 全長６m 栄養と水分の80％を消化･吸収して体に取り入れる。
内壁表面積200m2（十二指腸／空腸／回腸の３つから成る）

十二指腸　......酵素／胆汁／膵液等様々な消化ホルモンを分泌し 　　
一気に消化を進める。

空腸  ...............吸収を始める。

回腸

4:00 大腸 長さ１.５m　 流動性の内容物からさらに水分を吸収し水分とミ 　　　
ネラルをしぼり取ってそのカスを固形化し便を作
る（栄養はほとんど吸収されない）。

　盲腸 → 上行結腸 → 横行結腸 → 下行結腸  → Ｓ状結腸 → 直腸
　（液状）   （半流動状）　     （粥状）　     （半粥状）　     （固形化）    （固い）

12:00

24:00 肛門 排出する。普段は括約筋で閉じていて、便意が起
こると弛めて排泄する。

排出

＜備考＞

◆膵臓について◆

昔はあまり重要視されておらず五臓六腑には入っていないがおろそかに出来ない臓器に膵臓が

ある。胃の後ろにあり、幅５cm、長さ１５cmのソーセージ形をしている。

腸の消化を助ける「膵液」と、糖代謝を促進させる「インシュリン」というホルモンを分泌す

る大切な働きをしている。



 

＜ 五臓六腑とは...＞ 
 

東洋医学(漢方)でいうところの人体の内臓器官の名称： 

  

   ▼ 五 臓     ：   肺臓・心臓・脾臓・肝臓・腎臓 

                        ☆"臓"とは内部が充実しているものをさす 

 

   ▼ 六 腑     ：  大腸・小腸・胆・胃・三焦さんしょう・膀胱 

                        ☆"腑"とは内部が空虚な器官をさす 

                      ☆"三焦"は「みのわた」とも呼ばれ、解剖学上の器官ではなく、上焦・中焦・ 

                           下焦に分けられ、それぞれ呼吸器官・消化器官・生殖器官をさす。 

 

『五臓は精気を蔵して瀉はせず満ちて実することなく、 

  六腑は消化物を伝えて蔵せず実にして満つることなし』 

※臓・腑はもともと蔵・府と書き両方とも倉庫の意。 

 

 

 ●肝腎要・肝心要（かんじんかなめ）の話● 

五臓六腑の中でも特に肝臓、腎臓、心臓の３つが大切な臓器と考えられ体の『要』となる大切な 

ところという意味から肝腎要  或いは  肝心要という言葉が生まれた。 

 

 


